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名
古
屋
港
で
は
先
週
か
ら
、

潮
位
（
潮
の
干
満
）
の
差
が
大

き
い
時
期（
月
の
満
月
・
新
月
）

に
入
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
潮

の
偏
差
（
予
定
潮
位
と
実
測

値
）
が
大
き
く
な
る
異
常
潮
位

が
発
生
し
、
昭
和
３４
年
の
伊
勢

湾
台
風
を
教
訓
に
、
堀
川
河
口

の
防
潮
水
門
を
閉
鎖
す
る
か
ど

う
か
の
判
断
を
、
潮
位
を
観
測

し
な
が
ら
満
潮
時
（
１
日
２

回
）
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
今
回
の
台
風
１２
号
で

す
。
今
回
の
台
風
は
日
本
に
近

づ
く
に
つ
れ
、
進
路
が
西
に
ず

れ
、
伊
勢
湾
へ
の
影
響
は
軽
減

さ
れ
ま
し
た
が
、
２
日
夕
方
〜

３
日
夜
ま
で
２４
時
間
以
上
の
水

門
閉
鎖
を
実
施
し
ま
し
た
。

名
古
屋
港
管
理
組
合
の
台
風

時
の
非
常
配
備
は
、
所
管
区
域

（
名
古
屋
市
・
東
海
市
・
知
多

市
・
弥
富
市
・
飛
島
村
）
に
高

潮
注
意
報
が
発
令
さ
れ
れ
ば
第

一
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
れ

ば
第
二
と
な
り
、
第
二
非
常
配

備
で
は
、
お
よ
そ
１
５
０
人
の

職
員
が
住
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
万
全
の
体
制
を
と
り

ま
す
。
名
古
屋
港
の
管
理
運
営

を
担
う
私
た
ち
は
、
伊
勢
湾
台

風
の
経
験
か
ら
防
災
に
対
す
る

知
識
と
経
験
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
東
日
本
大
震

災
を
受
け
、
地
震
や
津
波
対
策

が
十
分
と
は
言
え
な
い

実
態
が
浮
き
ぼ
り
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
本
年
４
月
に
港
湾

法
が
改
正
さ
れ
、
港
の

管
理
運
営
を
民
間
会
社

で
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
回
の
よ
う
な
台
風
へ
の

対
応
も
含
め
、
防
災
へ
の
と
り

く
み
が
民
間
会
社
に
で
き
る
と

は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
港
職
労
は
、
こ
う

し
た
状
況
を
住
民
に
も
理
解
し

て
も
ら
い
、
名
古
屋
港
の
管
理

運
営
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
私

た
ち
が
担
う
よ
う
運
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

全
国
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
台
風

１２
号
。
災
害
時
に
住

民
の
い
の
ち
・
財
産

を
ど
う
守
る
の
か
。

自
治
体
の
役
割
を
港

職
労
委
員
長
の
高
木

強
さ
ん
に
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
労
働
組
合
の
結
成
総
会
が
、

８
月
１８
日
、
岩
倉
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、「
組
合
規
約
」

の
承
認
の
後
、「
自
治
労
連
加

入
」
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
賃

金
・
労
働
条
件
の
維
持
向
上
と

と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
介

護
の
充
実
、
福
祉
の
底
上
げ
の

た
め
の
運
動
を
全
国
の
仲
間
と

と
も
に
進
め
る
こ
と
を
誓
い
、

全
員
一
致
で
加
入
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
総

会
で
新
し
く
委
員
長
に
就
任
し

た
若
杉
さ
ん
か
ら
「
み
な
さ
ん

の
お
力
添
え
で
組
合
を
結
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、

ま
た
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
」

と
の
決
意
が
表
明
さ
れ
、
岩
倉

市
職
佐
久
間
書
記
長
か
ら
「
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
連

帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
総
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員

は
次
の
通
り
で
す
。

執
行
委
員
長

若
杉

賢
司

副
執
行
委
員
長

石
井

太
一

書

記

長

藤
本

貴
志

港職労委員長の高木さん

自
治
労
連
第
３３
回
定
期
大
会

が
８
月
２１
日
〜
２３
日
ま
で
、
静

岡
市
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
で
開
催
さ

れ
、
愛
知
か
ら
は
３８
人
の
代
議

員
と
傍
聴
４
人
が
参
加
。

は
じ
め
に
野
村
幸
裕
委
員
長

は
、「
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
『
構
造
改
革
』
の
誤
り
が
明

ら
か
に
な
る
も
と
で
、『
原
発

ゼ
ロ
』
と
と
も
に
、
住
民
生
活

を
基
本
に
し
た
復
興
計
画
が
必

要
」
と
あ
い
さ
つ
し
、「
安
定

し
た
雇
用
と
社
会
保
障
の
充
実

で
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

を
つ
く
ろ
う
」
と
よ
び
か
け
ま

し
た
。
討
論
で
は
、
東
日
本
復

興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
と
り

く
み
や
原
発
廃
止
の
運
動
、
非

正
規
の
組
織
化
な
ど
の
活
発
な

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
知

か
ら
は
、「
青
年
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
�
つ
な
が
り
�
を
広

げ
た
い
」（
名
古
屋
・
青
年
）「
組

合
が
ま
ち
に
で
た
春
フ
ェ
ス
タ

の
と
り
く
み
や
、
５０
カ
所
の
職

場
集
会
な
ど
、
全
員
参
加
型
の

運
動
が
組
合
を
発
展
さ
せ
て
い

る
」（
豊
橋
）「
構
造
改
革
路
線

で
は
住
民
の
い
の
ち
・
く
ら
し

が
守
れ
な
い
こ
と
が
今
度
の
震

災
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
信
頼
を
得
た

経
験
を
活
か
し
人
員
確
保
な
ど

の
運
動
を
」（
県
本
部
）
の
３

人
が
発
言
し
ま
し
た
。

総
括
答
弁
で
猿
橋
書
記
長
は

「
地
域
に
で
て
、
組
合
の
存
在

と
役
割
を
示
す
と
り
く
み
な
ど

を
教
訓
と
し
、
対
話
と
提
言
を

地
域
・
職
場
で
広
げ
よ
う
。
次

世
代
育
成
や
青
年
運
動
の
前
進

に
ふ
れ
つ
つ
、
要
求
に
基
づ
く

単
組
の
活
性
化
と
一
体
と
し
て

３０
万
自
治
労
連
・
非
正
規
公
共

１０
万
人
組
織
化
を
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。

９
月
５
日
、
名
古
屋
高
裁

で
倉
田
康
弘
さ
ん
の
公
務
災

害
認
定
を
求
め
る
裁
判
の
結

審
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告

集
会
で
は
、福
井
弁
護
士
が
、

鳥
居
高
裁
判
決
の
例
を
示

し
、
持
ち
帰
り
残

業
や
早
出
に
つ
い

て
も
指
揮
命
令
下

の
時
間
外
労
働
で

あ
る
こ
と
を
強

調
。
原
告
の
倉
田

利
奈
さ
ん
は
「
私

が
勝
つ
こ
と
で
、

労
働
者
が
労
働
者
と
し
て
、

安
心
し
て
働
き
つ
づ
け
ら
れ

る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
に
つ

な
が
る
」
と
訴
え
、
必
ず
、

勝
利
判
決
を
勝
ち
と
る
と
い

う
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

判
決
は
１１
月
２５
日
（
金
）
１３

時
２０
分
に
大
法
廷
で
行
わ
れ

ま
す
。
公
務
災
害
認
定
を
勝

ち
と
る
た
め
に
も
、
も
う
ひ

と
ま
わ
り
の
署
名
集
め

と
傍
聴
参
加
を
よ
び
か

け
ま
す
。

「安全・安心な地域社会つくろう」とあいさつ

港港港港港港
職職職職職職
労労労労労労
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岩
倉
社
福
労
結
成

必必ずず公公災災認認定定をを
倉倉田田高高裁裁がが結結審審
判判決決はは１１１１月月２２５５日日

堀川河口の防潮水門の様子

「仲間とともにがんばる」と決意

「子どもたちのためにも負けら
れない」と訴える倉田利奈さん
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８
月
２６
日
、労
働
会
館
で
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
報
告
集
会
・

原
発
学
習
会
が
名
古
屋
市
職
労
と
愛
知
県
本
部
の
共
催
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
５７
人
が
参
加
し
、
三
枝
豊
明
さ
ん
（
元
中
部
電
力

社
員
）
の
体
験
談
な
ど
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
原
発
の
危
険
性
を

学
び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
原
発
を
な
く
す
た
め
、
反
対
の

声
を
あ
げ
、
行
動
し
て
い
き
た
い
な
ど
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

三
枝
さ
ん
は
「
今
の
日
本
の

原
発
は
、
地
震
や
津
波
の
な
い

国
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
防
災

対
策
が
何
も
と
ら
れ
て
い
な
い

ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
欠

陥
商
品
で
あ
る
」
と
、
中
電
内

部
か
ら
見
た
原
発
の
危
険
性
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

原
発
が
な
く
て
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
日
本
の
消
費
電

力
の
１１
倍
以
上
の
電
力
が
発
電

で
き
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
、
情

報
操
作
に
だ
ま
さ
れ
ず
に
、
原

発
を
な
く
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
へ
行
動
し
て
い
こ

う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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世
界
大
会
へ
行
っ
た
水
野
こ

の
み
さ
ん
（
瀬
戸
市
職
労
）
は

「
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
ま
だ

核
（
原
発
）
を
使
い
続
け
て
い

る
こ
と
は
お
か
し
い
」と
報
告
。

学
習
会
を
聞
い
た
浅
井
早
百
合

さ
ん
（
名
古
屋
市
職
労
）
は
、

「
な
ぜ
電
力
が
余
っ
て
い
る
の

に
、
メ
デ
ィ
ア
は
足
り
な
い
こ

と
を
強
調
す
る
の
か
。
報
道
に

納
得
で
き
な
い
」「
今
ま
で
あ

ま
り
深
く
考
え
て
い
な
か
っ
た

が
、
今
日
の
話
を
聞
い
て
、
原

発
反
対
の
意
志
を
持
ち
た
い
」

と
、感
想
を
の
べ
て
い
ま
し
た
。

８
月
１８
日
、豊
川
市
職
労
が
、

�
平
和
・
原
発
�を
テ
ー
マ
に
、

「
ラ
ン
チ
学
習
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
市
民
や
、
組
合

未
加
入
者
へ
も
、
参
加
を
よ
び

か
け
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ン
チ
学

習
会
は
、
３
年
前
か
ら
「
強
い

組
合
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
思

い
で
と
り
く
ま
れ
、
毎
月
、
学

習
や
組
織
拡
大
、
組
織
強
化
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
市
役
所
前
で
ビ

ラ
を
ま
い
た
り
、
講
師
を
外
か

ら
呼
ん
だ
り
、
時
期
に
あ
っ
た

テ
ー
マ
を
執
行
委
員
会
で
議
論

し
て
決
め
る
な
ど
工
夫
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、
幅
広

い
テ
ー
マ
で
、
い
ろ
ん
な
方
か

ら
の
話
が
聞
け
る
と
好
評
で
、

組
合
と
し
て
は
、
新
し
い
人
や

若
い
人
た
ち
に
参
加
し
て
欲
し

い
と
広
げ
て
い
ま
す
。
組
合
員

な
ら
ば
、
無
料
で
お
弁
当
が
付

い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
で

き
る
。
そ
ん
な
お
得
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
と
り
く
み
は
、
今
後

は
地
域
と
の
共
同
と
い
う
意
味

も
ふ
く
め
て
、
さ
ら
に
良
い
も

の
に
し
て
い
く
構
え
で
す
。

６
月
に
当
局
か
ら
「
１
１
９

人
の
職
員
を
へ
ら
し
た
い
」
と

提
案
さ
れ
た
組
合
は
、「
こ
れ

以
上
、
人
員
を
削
減
さ
れ
た
ら

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
る
。
削
減
の
流
れ
を
と
め
る

に
は
、
内
だ
け
で
な
く
、
外
に

も
目
を
む
け
て
運
動
を
広
げ
る

こ
と
が
大
切
」
と
、
引
き
つ
づ

き
住
民
と
の
共
同
を
追
求
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
チ
学
習
会
は
、
内
に
は

市
の
職
員
と
し
て
意
識
が
高
ま

り
、
外
に
は
住
民
と
一
体
に

な
っ
て
行
う
こ
と
で
理
解
が
得

ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
テ
ー
マ
が
練
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

９
月
３
日
、
公
害
患
者
の
会

や
保
険
医
協
会
・
大
学
研
究
者

で
つ
く
る
連
絡
会
は
、「
名
古

屋
市
環
境
科
学
研
究
所
を
守
る

市
民
集
会
」
を
台
風
の
中
３６
名

を
集
め
、
港
湾
会
館
で
行
い
ま

し
た
。
名
古
屋
市
環
境
科
学
研

究
所（
旧
�
公
害
研
究
所
）は
、

水
質
、
大
気
な
ど
公
害
・
環
境

の
測
定
、
調
査
・
研
究
な
ど
を

行
う
機
関
で
す
。
福
島
原
発
事

故
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
、
有
害

微
小
物
質
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
調
査

研
究
な
ど
、
住
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
の
「
確
か
な
情

報
」
を
提
供
す
る
研
究
所
の
役

割
が
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。「
も

と
は
３６
名
だ
っ
た
職
員
が
人
件

費
削
減
で
１９
名
に
へ
ら
さ
れ
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
な
ど
大
切

な
調
査
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
、
Ｏ
Ｂ
の
土
山
さ
ん
は

訴
え
ま
す
。
さ
ら
に
３
割
削
減

し
よ
う
と
す
る
河
村
市
政
の
意

向
を
は
ね
返
す
た
め
に
も
、
研

究
所
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う

活
動
を
強
め
た
い
と
連
絡
会
は

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

自自治治労労連連共共済済のの
火火災災共共済済はは安安いい！！
１１口口（（耐耐火火）） 保保障障額額
２２．．５５円円／／月月でで最最高高１１００万万円円

８
月
１４
日
、
県
本
部
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
昭
和
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

名
古
屋
市
職
労
と
豊
橋
市
職
労

が
対
決
。
お
互
い
見
事
な
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
、
点
が
入
る
た
び

に
喜
び
あ
う
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
接
戦
を
制
し
た
名
古
屋
市

職
労
チ
ー
ム
が
、
全
国
大
会
出

場
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク

野
球
大
会
が
８
月
２８
日
、
守
山

区
小
幡
緑
地
公
園
で
行
わ
れ
、

島
田
市
労
連
（
静
岡
）
と
名
古

屋
市
役
所
が
対
決
。
両
チ
ー
ム

と
も
３
塁
に
進
め
る
も
点
が
入

ら
ず
、
０
対
０
の
ま
ま
７
回
を

終
了
。
延
長
２
回
を
お
こ
な
う

が
点
を
奪
う
こ
と
が
で
き
ず

に
、
特
別
ル
ー
ル
に
よ
り
、
島

田
市
労
連
が
勝
利
し
ま
し
た
。

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

●
蒲
郡
市
職

（
８
月
１８
日
）

執
行
委
員
長

山
本

和
正

副
執
行
委
員
長

竹
下

秀
和

書

記

長

中
根

徳
男

財
政

部
長

小
田

隆
久

●
宮
田
用
水
労

（
８
月
２４
日
）

執
行
委
員
長

岸
本

昌
往

副
執
行
委
員
長

北
角

真
司

書

記

長

三
輪

和
義

会

計

上
田

宏
樹

●
豊
川
市
病
職
労
（
８
月
２５
日
）

執
行
委
員
長

久
保
田

勉

副
執
行
委
員
長

徳
永

鈴
子

〃

鈴
木

基
也

書

記

長

渡
辺

基
裕

書
記

次
長

嶺
澤
慎
太
郎

●
中
水
労

（
８
月
２５
日
）

執
行
委
員
長

鈴
木
由
紀
夫

副
執
行
委
員
長

川
本

弘
直

〃

弓
矢

太

書

記

長

村
上

真
樹

書
記

次
長

竹
谷

勝
典

財
政

部
長

後
藤

章
仁

●
岩
倉
市
職

（
８
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

佐
久
間
喜
代
彦

副
執
行
委
員
長

小
川

薫

〃

今
枝

正
継

書
記
長

片
桐

慎
治

書
記

次
長

岡

茂
雄

会

計

加
藤

淳
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住
民民
サ
ー
ビ
ス
の
低低
下
は
さ
せ
な
い
！

共
同同
ひ
ろ
げ
、
人人
員員
確確
保保
を
！
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学習会も食事も大満足
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名名
古古
屋屋
市市
職職
労労
チチ
ーー
ムム
がが
優優
勝勝

涙涙
のの
むむ

来年こそはがんばるぞ

名古屋市職労（左）と豊橋市職労（右）

会場いっぱいの参加者が三枝さんの話に夢中

ココ
スス
トト
削削
減減
のの
代代
償償
はは

住住
民民
のの
いい
のの
ちち
とと
健健
康康

台風に負けずに真剣にみんなで考える


